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実
質
的
所
有
者
で
あ
る
株
主
か
ら
取
締
役
に
確
実
に
移
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
株
主
か
ら
経
営
を
付
託
さ
れ
た
取
締
役
は
、
株
主
総

会
に
お
け
る
決
議
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
（
会
三
二
九
条
一
項
）
、
株
主
に
よ
る
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
取
締
役
の
地

位
に
就
い
た
者
は
、
会
社
と
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
民
法
上
の
委
任
に
関
す
る
規
定
の
規
律
を
受
け
る
（
会
一
二
三
O
条
、
民
六
四
三

条
以
下
）
。

568 

取
締
役
に
就
任
す
る
た
め
に
は
株
主
総
会
に
お
け
る
選
任
決
議
と
い
う
手
続
要
件
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る

と
し
て
も
、
取
締
役
の
地
位
i
｜
取
締
役
と
会
社
聞
の
任
用
関
係
ー
ー
が
生
じ
る
の
は
、
い
か
な
る
法
律
行
為
に
因
る
の
か
に
つ
い

て
は
法
文
上
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
取
締
役
と
会
社
と
の
聞
に
法
律
関
係
を
発
生
さ
せ
、
取
締
役
に
会
社
法
上
の
義
務
を
生

じ
さ
せ
る
法
律
行
為
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
従
来
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
り
、
二
つ
の
見
解
が
対
立
し
て

一
つ
は
、
株
主
総
会
の
選
任
決
議
を
単
独
行
為
と
捉
え
、
被
選
任
者
の
承
諾
を
条
件
と
し
て
取
締
役
の
任
用
関
係
及
び
そ
の

い
ま
一
つ
は
、
選
任
決
議
の
ほ
か
に
別
途
被
選
任
者
と
会
社
代
表
者
と
の
間
で
任
用
契
約
の
締
結
が

い
る
。

地
位
が
生
じ
る
と
す
る
見
解
、

必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

本
議
論
の
焦
点
は
、
従
来
、
取
締
役
の
選
任
行
為
を
単
独
行
為
と
解
す
る
か
、
そ
れ
と
も
契
約
と
解
す
る
か
と
い
う
点
に
焦
点
が

絞
ら
れ
て
き
た
が
、
取
締
役
の
選
任
行
為
と
は
取
締
役
の
地
位
を
創
設
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
位
の
性
質
を
も
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
取
締
役
の
地
位
は
、
こ
れ
ま
で
機
関
の
権
限
分
配
な
ら
び
に
機
関
方
式
の
改
正
に
伴
い
大
き
く
変
容
を
し
続
け
、

目
下
、
現
行
法
の
下
で
は
、
株
式
会
社
の
機
関
設
計
の
自
由
化
に
よ
り
、
取
締
役
と
は
従
来
の
機
関
た
る
取
締
役
会
の
構
成
員
で
あ

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
取
締
役
会
非
設
置
会
社
に
お
い
て
は
取
締
役
自
体
が
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
取
締

役
の
地
位
及
び
そ
の
概
念
が
一
義
的
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
機
関
性
と
の
関
係
で
取
締
役
の
地
位
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
解
す

る
か
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
選
任
行
為
の
法
律
構
成
を
検
討
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
視
点
で
あ
ろ
う
。

取
締
役
の
選
任
行
為
を
め
ぐ
る
議
論
は
基
礎
理
論
の
問
題
で
あ
り
、
会
社
法
実
務
及
び
法
解
釈
上
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の



で
は
な
い
が
、
取
締
役
の
任
期
を
定
め
る
会
社
法
三
三
二
条
一
項
の
解
釈
と
密
接
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役

の
任
期
の
起
算
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
制
定
以
前
は
法
文
上
明
ら
か
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
こ

ろ
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
六
条
）
、
会
社
法
は
こ
の
点
を
「
取
締
役
の
任
期
は
選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
：
：
：
定
時
株

主
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
」
と
定
め
（
三
一
一
三
条
一
項
）
、
取
締
役
の
任
用
関
係
が
「
選
任
」
か
ら
始
ま
る
と
規
定
さ
れ
た
よ

う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
会
社
法
下
で
大
き
く
改
正
さ
れ
た
こ
の
任
期
規
定
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
取
締
役
の
選

任
行
為
の
性
質
に
つ
い
て
は
会
社
法
制
下
で
改
め
て
考
察
す
る
意
義
が
存
在
す
る
。

本
稿
は
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の
側
面
に
絞
り
、
取
締
役
の
任
用
関
係
の
発
生
原
因
と
そ
の
地
位
に
つ
い
て
会
社
法
の
下
で
再
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
取
締
役
と
会
社
問
の
関
係
を
定
め
る
規
定
が
導
入
さ
れ
た
明
治
四
四
年
商
法
改
正
の
法

律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
通
し
て
、
起
草
者
の
意
思
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
次
に
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の
意

義
に
つ
い
て
学
説
の
見
解
を
中
心
に
概
観
す
る
が
、
ま
ず
は
選
任
行
為
に
よ
り
生
じ
る
取
締
役
の
地
位
の
法
律
的
構
造
を
明
ら
か
に

し
た
う
え
で
、
逆
に
そ
う
し
た
地
位
を
生
じ
さ
せ
る
選
任
行
為
と
は
い
か
な
る
法
律
行
為
と
解
す
べ
き
な
の
か
を
検
討
し
た
い
。
最

後
に
、
選
任
行
為
の
性
質
論
と
会
社
法
上
の
取
締
役
の
任
期
規
定
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

取締役の選任行為とその地位

第
二
章

明
治
四
四
年
商
法
改
正
に
お
け
る
議
論

規
定
の
沿
草

取
締
役
が
株
主
総
会
の
決
議
で
選
任
な
す
べ
き
と
の
原
則
自
体
は
、
明
治
二
三
年
商
法
以
来
、
そ
の
骨
格
を
変
え
ず
に
現
在
に
至

（

1
）
 

っ
て
い
る
。
現
在
の
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
会
社
法
三
二
九
条
一
項
は
、
明
治
四
四
年
改
正
時
に
一
六
四
条
一
項
と

し
て
「
取
締
役
ハ
株
主
総
会
ニ
於
テ
株
主
中
ヨ
リ
選
任
ス
」
と
さ
れ
、
そ
の
二
項
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
が
、
会
社
法
三
三

O
条
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の
前
身
と
な
る
「
曾
社
ト
取
締
役
ト
ノ
間
ノ
閥
係
ハ
委
任
ニ
閥
ス
ル
規
定
ニ
従
フ
」
の
規
定
で
あ
る
（
明
治
四
四
年
商
法
一
六
四
条
二

（

2
）
 項
）
。
後
者
の
規
定
は
、
取
締
役
が
そ
の
選
任
に
よ
っ
て
会
社
と
い
か
な
る
関
係
に
立
っ
か
と
い
う
点
に
つ
き
明
文
化
し
た
も
の
で

570 

あ
る
。こ
れ
ま
で
の
改
正
議
論
を
見
る
限
り
で
は
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の
意
義
に
関
し
て
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
も
っ

と
も
、
取
締
役
の
地
位
が
い
か
な
る
法
律
行
為
に
基
づ
き
生
じ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
取
締
役
の
地
位
に
就
任
し
た
者
と
会
社
と

の
聞
の
法
律
関
係
を
規
律
す
る
会
社
法
三
三

O
条
の
解
釈
と
密
接
に
関
連
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
両
法
条
の
位

置
関
係
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
社
と
取
締
役
と
の
関
係
を
規
律
す
る
に
至
っ
た
明
治
四
四
年
改
正
時
の
議
論
を
通

じ
て
、
取
締
役
の
選
任
行
為
に
関
す
る
起
草
者
の
意
思
を
探
る
手
掛
か
り
が
見
出
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
三

三
O
条
の
趣
意
が
一
体
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
、
取
締
役
の
地
位
の
発
生
原
因
に
関
す
る
起
草

者
の
見
解
を
検
討
す
る
た
め
、
明
治
四
二
年
一
二
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
第
二
次
法
律
取
調
委
員
会
の
議
論
を
考
察
す
る
。

明
治
四
ニ
年
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
議
論
の
検
討

川
明
治
四
二
年
の
第
二
次
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
取
締
役
の
欠
員
の
場
合

に
つ
い
て
定
め
る
規
定
か
ら
派
生
し
た
。
明
治
三
二
年
商
法
一
六
七
条
ノ
二
（
会
社
法
三
四
六
条
の
前
身
）
の
原
案
に
よ
れ
ば
、
「
取

締
役
ノ
委
任
終
了
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
法
律
又
ハ
定
款
ニ
定
メ
タ
ル
員
数
ノ
取
締
役
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
退
任
シ
タ
ル
取
締
役

ハ
破
産
及
ヒ
禁
治
産
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
新
ニ
選
任
セ
ラ
レ
タ
ル
取
締
役
カ
就
職
ス
ル
マ
テ
仰
ホ
取
締
役
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
」
と

さ
れ
、
取
締
役
が
欠
員
と
な
っ
た
場
合
に
退
任
取
締
役
に
権
利
義
務
が
あ
る
旨
を
定
め
る
。
こ
の
場
合
、
退
任
し
た
取
締
役
は
い
つ

の
時
点
ま
で
権
利
義
務
を
有
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
後
任
者
は
定
時
総
会
で
の
取
締
役
選
任
決
議
だ
け
で
は
取
締
役
に
就

任
し
た
と
は
い
え
な
い
た
め
、
新
し
く
選
任
さ
れ
た
取
締
役
が
受
任
の
承
諾
書
を
提
出
す
る
ま
で
の
間
は
原
則
と
し
て
退
任
取
締
役

2 
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（

3
）
 

が
そ
の
ま
ま
取
締
役
の
地
位
に
就
く
こ
と
に
し
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
取
締
役
の
選
任
行
為
と
は
、
株
主
総
会
決
議
に
加
え
て
被

選
任
者
に
よ
る
就
任
の
承
諾
を
要
す
る
と
の
考
え
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
本
原
案
に
お
い
て
「
委

任
終
了
」
の
文
言
を
用
い
た
点
に
関
し
て
、
岡
野
敬
次
郎
委
員
は
、
「
取
締
役
ト
曾
社
ト
ノ
其
闘
係
、
法
律
関
係
如
何
ト
云
フ
コ
ト

ハ
矢
張
原
案
ガ
之
ヲ
委
任
ト
認
ム
ル
ト
云
フ
趣
旨
デ
立
案
シ
タ
」
の
で
あ
る
と
し
、
本
原
案
の
趣
旨
は
少
な
く
と
も
立
法
上
、
取
締

（

4
）
 

役
と
会
社
と
の
関
係
が
委
任
契
約
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
条
で
「
委
任
終
了
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た
の
が
梅
謙
次
郎
委
員
で
あ
っ
た
。
梅
委

員
は
、
本
原
案
の
内
容
に
関
し
て
は
賛
成
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
本
原
案
は
、
特
別
の
明
文
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
社
と
取

締
役
と
の
関
係
が
委
任
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
規
定
で
あ
り
、
ま
た
、
仮
に
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
し
て
も
「
委
任
終
了
」

と
い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
は
立
法
上
拙
劣
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
本
原
案
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
委
任
終
了
」
の
文
言
を
「
任

（

5
）
 

務
ガ
終
了
」
に
修
正
す
る
よ
う
求
め
た
。
梅
委
員
に
よ
れ
ば
、
株
主
総
会
決
議
は
誰
に
対
す
る
意
思
表
示
で
も
な
く
、
会
社
の
代
表

者
は
取
締
役
で
あ
る
か
ら
、
株
主
総
会
の
決
議
が
会
社
の
代
表
機
関
の
意
思
と
は
な
り
え
ず
、
選
任
決
議
そ
の
も
の
を
取
締
役
に
対

す
る
就
任
申
込
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
株
主
総
会
の
決
議
は
、
会
社
の
取
締
役
の
任
務
を
発
生
さ
せ
る

原
因
と
は
な
り
え
ず
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
は
契
約
で
は
な
く
、
一
種
の
単
独
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
し

（

6
）
 た
。
つ
ま
り
、
梅
委
員
が
、
委
任
関
係
を
前
提
と
す
る
「
委
任
終
了
」
と
い
う
文
言
の
修
正
を
求
め
た
の
は
、
取
締
役
の
地
位
の
発

生
原
因
と
な
る
選
任
行
為
は
契
約
で
あ
る
と
解
す
る
岡
野
委
員
と
は
異
な
り
、
単
独
行
為
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
根
本
に
あ
っ
た
か

（

7
）
 

ら
で
あ
る
。

た
だ
、
梅
委
員
は
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
き
委
任
関
係
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
其
ノ
方
ガ
便
利
デ
ア
ル
カ
ラ
ソ
ウ
定
メ
ル
ニ
ハ
賛
成
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
積
極
的
で
あ
り
、
次
い
で
、
新
た
に
一
六
四
条
二
項
と
し

て
「
取
締
役
カ
就
職
ヲ
承
諾
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
曾
社
ト
取
締
役
ト
ノ
間
ニ
於
テ
ハ
委
任
ト
同
一
ノ
関
係
ヲ
生
ズ
」
と
の
定
め
を
新
設
す

571 
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（

8
）
 

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
梅
委
員
の
発
案
が
現
在
の
会
社
法
三
三

O
条
の
前
身
と
な
る
規
定
で
あ
り
、
こ
の
案
を
巡
っ
て
さ
ら
に

審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

572 

（

9
）
 

ま
ず
、
岡
野
委
員
が
、
「
就
職
ヲ
承
諾
シ
テ
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
。
取
締
役
の
地
位
の
発
生
原
因
を
契
約
と

解
す
る
岡
野
委
員
は
、
取
締
役
と
会
社
と
の
任
用
関
係
の
性
質
を
立
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
学
説
の
解
釈

に
委
ね
る
の
が
よ
い
の
で
、
梅
委
員
が
提
案
す
る
一
六
四
条
二
項
の
法
文
で
あ
る
と
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
は
委
任
で
は
な
い
こ

と
が
前
提
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
説
に
立
つ
委
員
に
お
い
て
、
任
用
関
係

の
性
質
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
軌
を
一
に
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
起
草
者
に
お
い
て
、
契
約
の
性
質
に
つ
い
て
理
論
的
に
も
委
任

で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
契
約
説
に
立
つ
富
井
委
員
は
、
「
契
約
関
係
デ

ア
ッ
テ
其
契
約
閥
係
ハ
先
ヅ
我
現
行
法
カ
ラ
言
ヘ
バ
委
任
ト
見
ル
ヨ
リ
仕
方
ガ
ナ
カ
ラ
ウ
取
締
役
一
人
一
人
ト
曾
社
ト
ノ
閥
係
ハ
先

ヅ
委
任
ト
見
ル
ヨ
リ
仕
方
ガ
ナ
カ
ラ
ウ
」
と
し
な
が
ら
、
「
純
然
タ
ル
委
任
ニ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
一
種
特
別
ノ
委
任
ニ
シ
カ
ナ
ラ

ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
成
ル
ベ
ク
ハ
斯
ウ
云
フ
言
葉
ヲ
用
ヰ
タ
ク
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、

ソ
レ
デ
従
フ
ト
シ
テ
置
ケ
パ
何
方
ツ
チ
ニ
モ
解

稗
ハ
附
ク
、
サ
ウ
云
フ
貼
ハ
法
律
デ
ピ
タ
リ
ト
極
メ
ル
コ
ト
ハ
立
法
者
ノ
閥
大
ノ
態
度
ヲ
執
ツ
テ
サ
ウ
云
フ
コ
ト
ハ
コ
セ
々
々
シ
ナ

（叩）

イ
方
ガ
宜
カ
ラ
ウ
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
説
の
論
者
か
ら
も
、
任
用
契
約
の
性
質
に
関
し
て
は
法
律
で
特
定
の
説
を

採
る
か
の
よ
う
に
規
定
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
松
波
委
員
が
、
梅
委
員
に
よ
る
「
：
：
：
曾
社
ト
取
締
役
ト
ノ
間
ニ
於
テ
ハ
委
任
ト
同
一
ノ
閥
係
ヲ
生
ズ
」
の
案
に
対
し

て
、
「
：
：
：
其
間
ノ
関
係
ニ
ハ
委
任
ニ
閥
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
」
に
し
、
「
準
用
」
の
語
を
用
い
て
取
締
役
と
会
社
聞
の
関
係
は
委
任

（日）

そ
の
も
の
で
は
な
い
と
の
解
釈
を
可
能
に
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
岡
野
委
員
は
、
法
律
の
規
定
の
上
で
取
締
役

と
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
言
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
か
と
い
っ
て
松
波
博
士
の
提
案
す
る
「
準
用
ス
」
と

い
う
文
言
を
用
い
て
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
が
委
任
で
は
な
い
こ
と
を
言
い
表
す
こ
と
も
好
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
、
折
衷
案
と
し



て
、
「
曾
社
ト
取
締
役
ト
ノ
間
ニ
生
ズ
ル
関
係
ハ
委
任
ニ
閥
ス
ル
規
定
ニ
従
フ
」
と
し
、
「
準
用
ス
」
に
代
え
て
「
従
フ
」
と
い
う
文

言
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
岡
野
委
員
は
、
会
社
と
取
締
役
と
の
関
係
に
い
か
な
る
法
理
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に

（ロ）

し
、
会
社
と
取
締
役
と
の
関
係
に
関
す
る
解
釈
に
柔
軟
性
を
残
す
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
会
社
と
取
締
役
と
の

関
係
の
性
質
は
理
論
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
立
法
で
決
め
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
終

的
に
、
か
か
る
岡
野
委
員
の
修
正
案
は
若
干
の
修
正
を
経
て
「
曾
社
ト
取
締
役
ト
ノ
間
ノ
関
係
ハ
委
任
ニ
閥
ス
ル
規
定
ニ
従
フ
」
と

（臼）

さ
れ
、
委
員
会
採
決
に
付
さ
れ
た
結
果
、
多
数
の
賛
成
を
得
て
成
立
し
た
。

取締役の選任行為とその地位

ω
会
社
法
三
三

O
条
に
お
け
る
起
草
者
の
見
解

本
規
定
の
制
定
過
程
を
見
て
く
る
と
、
梅
委
員
と
岡
野
委
員
に
よ
る
議
論
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、
本
規
定
が
好
余
曲
折
を

経
て
い
く
つ
か
の
思
惑
を
内
在
し
つ
つ
成
立
し
た
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
取
締
役
の
選
任
行
為
を
め
ぐ
っ
て
両
委
員
が
意

見
を
異
に
す
る
な
か
で
、
一
つ
の
共
通
理
解
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
本
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
規
定
の
立
法
理
由
と
し
て
は
、

「
取
締
役
ト
曾
社
ト
ノ
間
ノ
法
律
閥
係
ハ
委
任
ニ
閥
ス
ル
民
法
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
テ
之
ヲ
定
ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
明
カ
ニ
シ
以
テ

其
法
律
関
係
ノ
性
質
ノ
不
明
ナ
リ
シ
ガ
為
メ
ニ
生
ジ
タ
ル
疑
義
ヲ
解
カ
ン
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

（

M
）
 

会
社
と
取
締
役
聞
の
関
係
に
対
す
る
法
規
の
適
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
規
定
は
、
取
締
役
と
会
社
と

の
間
の
法
律
関
係
の
処
理
を
明
確
に
し
、
安
定
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
起
草
者
の
見
解
に
基
づ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
法

文
上
、
あ
え
て
「
委
任
」
と
い
う
文
言
を
お
く
こ
と
で
、
会
社
と
取
締
役
間
の
法
律
関
係
を
明
瞭
に
し
、
実
務
上
の
混
乱
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
果
の
実
益
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
単
独
行
為
説
を
と
る
梅
委
員
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
取
締
役
と
会

社
聞
の
法
律
関
係
に
「
委
任
」
契
約
の
規
定
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
取
締
役
が
ど
の
程
度
の
注
意
義

（日）

務
を
果
た
せ
ば
よ
い
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
実
利
を
選
択
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
本
規
定
の
趣
旨

573 



が
会
社
と
取
締
役
聞
に
適
用
さ
れ
る
法
規
を
明
確
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
本
規
定
中
の
「
従
フ
」
と
い
う
文
言
に

574 

12) 

示
さ
れ
て
い
る
。
右
議
論
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
任
用
関
係
の
性
質
に
つ
い
て
起
草
委
員
の
中
に
お
い
て
見
解
の
統
一
を
図

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
本
規
定
は
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
き
「
委
任
」
に
従
う
と
言
い
表
し
て

い
る
も
の
の
、
解
釈
の
レ
ベ
ル
で
は
任
用
関
係
の
性
質
は
「
委
任
」
契
約
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
消
極
的
な
意
思
が
起
草
者

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
任
用
関
係
の
性
質
論
に
つ
い
て
は
学
説
に
委
ね
て
も
問
題
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
本
条
の
趣
旨
の
一
つ

（日）

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

法学研究82巻12号（2009

以
上
の
よ
う
に
、
契
約
説
に
立
つ
委
員
を
中
心
と
し
た
議
論
の
結
果
、
取
締
役
の
任
用
関
係
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
立
法
に
よ
り

明
確
に
定
め
な
い
と
す
る
消
極
的
な
意
思
こ
そ
が
、
本
条
に
お
け
る
起
草
者
の
見
解
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の

意
義
、
す
な
わ
ち
取
締
役
の
任
用
関
係
の
発
生
原
因
を
め
ぐ
る
起
草
者
の
意
思
は
こ
の
当
時
の
議
論
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ

の
点
、
本
規
定
は
単
独
行
為
説
と
契
約
説
と
の
妥
協
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
、
起
草
者
が
取
締
役
の
地
位
の
発
生
原
因
に
つ
い

て
単
独
行
為
説
及
び
契
約
説
と
い
っ
た
特
定
の
説
を
採
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘

（口）

さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
本
規
定
は
、
そ
の
理
論
的
妥
当
性
は
と
も
か
く
、
実
際
の
便
宜
を
優
先
し
た
妥
協
の
産
物
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
起
草
者
が
本
規
定
に
お
い
て
「
準
用
ス
」
で
は
な
く
、
「
従
フ
」
と
い
う
文
言
を
選

択
し
た
の
は
、
任
用
関
係
の
性
質
に
つ
き
契
約
説
の
中
で
見
解
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
委
任
契
約
と
断
ず
る
の
を

避
け
、
こ
れ
を
解
釈
に
委
ね
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
起
草
者
が
ベ

l
ル
に
包
も
う
と
し

た
の
は
任
用
関
係
の
性
質
ま
で
で
あ
っ
て
、
取
締
役
の
任
用
関
係
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
は
契
約
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い

（国）

と
思
料
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
「
委
任
」
と
い
う
文
言
に
は
、
単
独
行
為
説
を
採
用
す
る
当
時
の
大
審
院

を
正
す
た
め
に
選
任
の
性
質
論
と
し
て
単
独
行
為
説
を
解
釈
論
と
し
て
も
排
除
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考

（四）

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
大
審
院
の
立
場
は
、
取
締
役
の
任
用
関
係
に
つ
い
て
契
約
関
係
で
は
な
く
、
単
独
行
為
で
あ
る
と



（初）

一
旦
選
任
決
議
が
あ
る
と
当
然
に
取
締
役
と
な
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
取
締
役
は
就
任
後
二
週
間
以
内
に
登
記

を
し
な
け
れ
ば
過
料
に
処
さ
れ
る
た
め
（
明
治
三
二
年
商
法
五
三
条
）
、
選
任
の
時
よ
り
二
週
間
以
内
に
被
選
任
者
が
承
諾
の
意
思
を

せ
ず
登
記
を
し
な
け
れ
ば
過
料
に
処
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
故
、
当
時
の
議
論
で
は
、
判
例
の
立
場
で
あ
る

し単
独
行
為
説
に
よ
る
と
実
際
の
不
便
を
免
れ
得
な
い
と
し
て
何
ら
か
の
立
法
的
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た

（幻）

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
規
定
に
お
い
て
は
、
取
締
役
と
会
社
問
の
任
用
関
係
が
委
任
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
言
及
を
避

け
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、
法
文
上
で
「
委
任
」
の
文
言
を
あ
え
て
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
任
用
関
係
が
契
約
を
基
礎

（詑）

と
し
て
い
る
と
い
う
点
を
暗
に
示
さ
ん
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

取締役の選任行為とその地位

以
上
要
す
る
に
、
任
用
関
係
の
性
質
に
関
し
て
は
、
立
法
者
と
し
て
の
見
解
を
あ
え
て
明
ら
か
に
し
な
い
と
い
う
選
択
を
と
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
取
締
役
と
会
社
と
の
法
律
関
係
を
処
理
す
る
た
め
の
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
起
草
者
の
間
で
共
有
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
規
定
の
趣
旨
は
、
取
締
役
と
会
社
聞
に
お

け
る
法
律
関
係
の
安
定
性
を
図
り
、
そ
の
混
乱
防
止
に
あ
る
と
い
え
る
。
か
か
る
趣
旨
か
ら
本
規
定
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
立
法
者

は
、
当
時
の
大
審
院
が
選
任
行
為
の
性
質
を
単
独
行
為
と
解
す
る
こ
と
で
、
取
締
役
と
会
社
間
の
法
律
関
係
に
不
都
合
が
生
じ
る
点

を
回
避
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
本
規
定
に
お
い
て
、
単
独
行
為
説
を
排
除
し
、
契
約
説
に
基
づ
い
て
こ
そ
法
律
関
係
の
安
定
性
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
法
者
の
意
図
が
合
意
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章

取
締
役
の
選
任
行
為
と
地
位

学
説
の
整
理

現
行
法
上
、
全
て
の
株
式
会
社
の
株
主
総
会
に
は
、
重
要
な
法
定
権
限
の
一
つ
と
し
て
、
取
締
役
等
の
機
関
の
選
任
・
解
任
権
が
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付
与
さ
れ
て
い
る
（
会
社
法
三
二
九
条
一
項
）
。
つ
ま
り
、
会
社
法
上
、
あ
る
者
を
株
式
会
社
の
取
締
役
と
し
て
任
用
し
、
そ
の
者
が

そ
の
地
位
に
就
く
た
め
に
は
、
株
主
総
会
の
選
任
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
取
締
役
の
地
位
が
ど

の
よ
う
な
法
律
構
成
に
基
づ
い
て
生
じ
る
の
か
と
い
う
法
理
論
上
の
問
題
点
が
残
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
者
が
株
主
総
会
の
選

任
決
議
を
経
た
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
然
に
会
社
と
の
聞
に
任
用
関
係
及
び
取
締
役
の
地
位
が
生
じ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
選
任
決
議
に
基
づ
き
、
別
途
被
選
任
者
と
会
社
代
表
者
と
の
間
で
任
用
契
約
の
締
結
が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

法
律
構
成
と
し
て
は
、
取
締
役
の
選
任
行
為
を
単
独
行
為
と
解
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
契
約
と
解
す
る
の
か
、
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。

改
め
て
以
下
で
整
理
し
て
お
く
。
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ま
ず
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
を
定
め
た
明
治
四
四
年
商
法
の
改
正
前
後
よ
り
主
張
さ
れ
て
き
た
見
解
は
、
代
表
機
関
で
あ
る

取
締
役
に
よ
ら
な
い
と
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
意
思
決
定
機
関
た
る
株
主
総
会
の
決
議
が
直
に
就
任
申
込
の
効
力
を
生

（お）

ず
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
そ
の
決
議
は
単
独
行
為
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の
効
力
は
選
任

決
議
で
直
ち
に
生
じ
、
被
選
任
者
の
就
任
承
諾
は
選
任
の
効
力
発
生
要
件
で
は
な
い
と
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
明
治
三
二
年
商
法
二
五

四
条
に
お
い
て
「
取
締
役
ハ
株
主
総
会
ニ
於
テ
株
主
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
任
ス
」
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
の
決
議
に
服

す
る
こ
と
は
株
主
の
義
務
で
あ
る
の
で
、
あ
え
て
そ
の
者
の
承
諾
は
必
要
で
な
い
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
二
年
に

お
い
て
明
治
三
二
年
商
法
二
五
四
条
中
の
「
株
主
中
ヨ
リ
」
を
削
除
し
た
こ
と
を
受
け
て
（
一
六
四
条
一
項
）
、
被
選
任
者
の
就
任
承

（剖）

諾
が
取
締
役
の
選
任
行
為
の
発
生
要
件
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
が
自
明
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
選
任
決
議
は
被
選
任
者
の
承
諾
を

（お）

停
止
条
件
と
す
る
単
独
行
為
で
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
株
主
総
会
の
選
任
決
議
を
取
締

役
と
い
う
地
位
を
設
定
す
る
行
為
と
位
置
付
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
選
任
者
を
取
締
役
の
地
位
に
就
け
る
会
社
体
制
が
完
全
に
整
う

か
ら
、
被
選
任
者
が
承
諾
す
れ
ば
当
然
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
代
表
機
関
の
行
為
は
選
任
行
為
の
効
力
発
生
要
件
で
は

な
く
、
選
任
決
議
の
法
的
性
質
は
単
独
行
為
と
い
う
意
思
表
示
と
し
て
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
取
締
役
と
会
社



と
の
聞
に
契
約
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
会
社
法
三
三

O
条
は
、
便
宜
上
、
取
締
役
と
会
社
聞
の
法
的
関
係
に
関
し

て
委
任
の
規
定
に
従
っ
て
処
す
る
も
の
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
も
な
お
通
説
で
あ
る
契
約
説
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
の
選
任
行
為
は
、
取
締
役
の
選
任
決
議
に
加
え
て
、
被

（部）

選
任
者
と
会
社
代
表
者
と
の
聞
の
任
用
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
で
完
成
す
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
選
任

決
議
は
会
社
の
内
部
の
意
思
表
示
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
選
任
決
議
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
選
任
者
を
取
締
役
と
す
る

会
社
の
意
思
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
会
社
の
代
表
機
関
が
任
用
契
約
の
申
込
を
な
し
、
被
選
任
者
が
こ
れ
に
承
諾
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
取
締
役
の
地
位
に
就
く
と
す
る
。
一
方
、
選
任
決
議
を
直
接
の
対
外
的
な
意
思
表
示
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
選
任
決
議
に
対
す
る
被
選
任
者
の
就
任
承
諾
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
選
任
行
為
が
完
成
す
る
と
し
て
、
株
主
総
会
の
選
任
決
議

（幻）

が
被
選
任
者
に
対
す
る
任
用
契
約
の
申
込
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

取締役の選任行為とその地位

取
締
役
の
地
位
の
ニ
元
性

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
通
説
的
見
解
は
契
約
説
で
あ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
、
被
選
任
者
の
承
諾
を
停
止
条
件
と
す
る
単
独
行
為

説
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
お
り
、
各
学
説
の
法
律
構
成
に
つ
い
て
相
互
に
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
単
独
行
為
説
に
対
し
て

は
、
取
締
役
の
解
任
と
異
な
り
、
選
任
に
際
し
て
は
報
酬
等
に
つ
き
交
渉
の
余
地
が
あ
る
の
で
、
取
締
役
と
会
社
と
の
聞
に
は
委
任

（却）

契
約
の
締
結
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
素
直
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
契
約
説
に
対
し
て
、
選
任
行
為
と
別
個
の

任
用
契
約
の
締
結
を
必
要
と
す
る
立
場
に
対
し
て
は
、
そ
う
す
る
と
株
主
総
会
の
決
議
は
単
に
代
表
取
締
役
が
就
任
申
込
を
す
る
た

め
の
内
部
的
な
手
続
き
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
株
主
総
会
の
選
任
決
議
が
直
接
被
選
任
者
に
対
す
る
任

用
契
約
の
申
込
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
対
し
て
も
、
株
主
総
会
決
議
が
直
接
の
対
外
的
な
意
思
表
示
た
る
効
力
を
有
す
る
と
は
考
え

に
く
く
、
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
の
場
合
に
限
り
、
他
の
競
業
避
止
義
務
や
利
益
相
反
取
引
に
お
け
る
株
主
総
会

577 
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（却）

決
議
と
区
別
し
て
例
外
的
に
扱
う
べ
き
理
由
は
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
、
各
見
解
は
大
な
り
小
な
り
理
論
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
本
問
題
に
お
い
て
は
、
取
締
役
た
る
地
位
が
生
じ
る
プ

ロ
セ
ス
の
理
論
的
妥
当
性
を
論
じ
る
だ
け
で
な
く
、
取
締
役
の
地
位
及
び
性
格
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
点
も

踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
「
取
締
役
」
な
る
文
言
は
明
治
二
三
年
商
法
以
来
現
行
法
ま
で
一
貫
し
て
変
わ
ら

な
い
が
、
取
締
役
の
地
位
は
、
機
関
方
式
な
ら
び
に
機
関
の
権
限
分
配
の
改
正
に
伴
い
、
そ
の
都
度
大
き
な
変
容
を
受
け
て
き
た
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
行
法
に
お
け
る
取
締
役
の
地
位
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

昭
和
二
五
年
改
正
以
前
は
、
法
文
上
、
取
締
役
は
株
主
総
会
及
び
監
査
役
と
並
ん
で
会
社
の
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
各
取

締
役
が
原
則
と
し
て
業
務
執
行
及
び
会
社
代
表
の
権
限
を
有
す
る
と
さ
れ
、
学
説
上
も
取
締
役
に
つ
い
て
は
各
取
締
役
が
機
関
で
あ

る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
個
々
の
取
締
役
は
こ
う
し
た
機
関
関
係
上
の
地
位
を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
取
締
役
と
は
、
機

関
を
組
織
す
る
取
締
役
と
い
う
一
個
人
と
し
て
の
取
締
役
の
意
味
を
含
む
概
念
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
機
関
と
し

て
の
取
締
役
と
、
そ
の
機
関
を
構
成
す
る
機
関
構
成
者
と
し
て
の
取
締
役
つ
ま
り
個
人
と
し
て
の
取
締
役
と
に
区
別
し
て
と
ら
え
る

（却）

べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
法
文
上
、
取
締
役
な
る
概
念
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
が
、
学
説
に
お
い
て
は
、
二
様
の
意
味
が
存
す
る
こ
と

（出）

が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
機
関
と
し
て
の
取
締
役
は
会
社
組
織
の
一
部
分
で
あ
り
独
立
の
人
格
者
で
は
な
く
、
一
方
、
機
関
た
る
取
（担）

締
役
を
組
織
す
る
取
締
役
は
独
立
の
人
格
者
で
あ
り
、
後
者
に
お
け
る
取
締
役
と
会
社
と
の
法
律
関
係
が
契
約
関
係
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
取
締
役
の
地
位
が
個
人
法
的
側
面
を
も
内
包
す
る
と
解
す
る
訳
は
、
取
締
役
の
機
関
関
係
的
側
面
に
お
い
て
は
意
思

表
示
が
存
在
せ
ず
、
意
思
表
示
の
な
い
と
こ
ろ
に
私
法
上
の
義
務
は
生
じ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
取
締
役
が
業
務
執
行
と
い
う
私
法
上

（お）

の
義
務
を
負
う
根
拠
は
会
社
と
の
間
で
任
用
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
機
関
関
係

上
の
資
格
に
お
い
て
行
っ
た
行
為
の
結
果
を
取
締
役
個
人
の
行
為
と
し
て
責
任
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
法
の
取
締
役
会
（
回

S
E
え
庄
司

2
g
g）
を
導
入
し
た
昭
和
二
五
年
改
正
は
、
個
々
の
取
締
役
の
地
位
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以
上
に
対
し
、



取締役の選任行為とその地位

を
大
き
く
変
容
し
た
。
本
改
正
に
よ
り
業
務
執
行
・
監
督
機
関
た
る
取
締
役
会
と
代
表
機
関
た
る
代
表
取
締
役
を
設
置
さ
れ
た
結
果
、

各
取
締
役
は
単
独
の
機
関
と
い
う
地
位
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
通
説
的
見
解
も
ま
た
、
法
律
上
会
社
の
業
務
執
行
機
関
た
る
も
の

は
そ
の
意
思
決
定
機
能
を
担
当
す
る
取
締
役
会
と
執
行
及
び
代
表
の
権
限
を
有
す
る
代
表
取
締
役
と
で
あ
っ
て
、
各
取
締
役
は
そ
れ

（鈍）

自
体
と
し
て
は
会
社
の
機
関
と
は
い
え
ず
、
取
締
役
会
の
構
成
員
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
他
方
で
、
各
取
締
役
は
例
外
と
し
て
決
議
（部）

取
消
の
訴
権
な
ど
を
有
す
る
か
ら
、
そ
の
意
味
・
限
度
に
お
い
て
は
会
社
の
機
関
た
る
地
位
を
認
め
う
る
と
の
主
張
も
さ
れ
て
い
た
。

前
者
の
見
解
が
取
締
役
の
機
関
性
を
否
定
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
あ
く
ま
で
取
締
役
会
と
は
関
係
な
く
取
締
役
が
単
独
で
行
使

で
き
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
機
関
性
を
肯
定
す
る
見
解
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
見
解
に
お
い
て
も
、
各
取
締
役
が

会
社
の
機
関
の
一
員
と
し
て
組
織
法
上
の
意
思
形
成
に
与
す
る
こ
と
は
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
取
締
役
は
、

昭
和
二
五
年
改
正
以
前
に
お
け
る
機
関
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
機
関
と
し
て
の
取
締
役
で
は
な
い
と
し
て
も
、
各
取
締
役
が
取
締
役

会
た
る
機
関
を
組
織
す
る
一
面
も
有
す
る
こ
と
か
ら
、
取
締
役
の
機
関
関
係
的
な
い
し
組
織
法
的
な
地
位
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
昭
和
二
五
年
改
正
に
よ
り
機
関
方
式
が
大
き
く
改
正
さ
れ
た
と
は
い
え
、
取
締
役
の
地
位
に
お
け
る
個
人
法
的
側
面
を
肯
定

（部）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
二
五
年
改
正
以
後
に
お
い
て
も
、
取

（訂）

締
役
の
地
位
は
機
関
関
係
的
側
面
及
び
個
人
法
的
側
面
と
に
区
別
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
行
会
社
法
は
、
コ
ー
ポ
レ

l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
議
論
を
踏
ま
え
て
従
来
に
見
ら
れ
な

い
柔
軟
な
機
関
設
計
を
可
能
に
し
た
。
機
関
方
式
に
関
す
る
新
し
い
規
整
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
必
置
と
さ
れ
て
き
た
業
務
執
行
・

監
督
機
関
た
る
取
締
役
会
は
公
開
会
社
以
外
の
会
社
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
な
く
な
り
（
二
三
七
条
一
項
一
号
）
、
い
わ
ゆ
る
非
公

開
会
社
に
お
い
て
は
、
個
々
の
取
締
役
が
当
然
に
業
務
執
行
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
三
四
八
条
一
項
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、

取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
に
業
務
執
行
権
限
が
与
え
ら
れ
（
三
六
二
条
二
項
一
号
）
、
従
来
通
り
、
個
々
の
取
締

役
は
、
基
本
的
に
取
締
役
会
の
構
成
員
で
あ
り
、
固
有
の
権
限
と
し
て
、
単
独
で
会
社
法
上
の
各
種
の
訴
え
を
提
起
す
る
権
限
（
八

579 
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（却）

二
八
条
二
項
一
号
）
等
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
会
設
置
会
社
以
外
の
会
社
に
お
い
て
は
、
個
々
の
取

締
役
が
会
社
の
機
関
で
あ
る
が
、
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
、
代
表
取
締
役
、
代
表
取
締
役
以
外
の
業
務
執
行

（却）

取
締
役
が
機
関
で
あ
り
、
個
々
の
取
締
役
は
機
関
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
法
で
は
、
昭
和
二
五

年
改
正
前
の
独
任
制
の
取
締
役
制
度
と
昭
和
二
五
年
改
正
で
採
用
さ
れ
た
取
締
役
会
制
度
と
の
併
存
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
会
社
法
上
、
取
締
役
な
る
概
念
が
、
昭
和
二
五
年
改
正
以
前
に
お
け
る
会
社
の
機
関
た
る
取
締
役
と
昭
和
二
五
年
改

正
以
後
の
機
関
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
取
締
役
の
両
方
の
意
味
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
法
改
正
経
緯
と
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
と
は
、
機
関
と
し
て
の
取
締
役
と
機
関
を
構
成
す
る
一
員
と
し

て
の
取
締
役
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
理
論
上
、
機
関
関
係
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
法
的
側
面
に
お
け
る
一
私
人
と
し
て

（紛）

の
取
締
役
を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
法
文
上
の
「
取
締
役
」
な
る
語
に
、
本
来
理
論
上
区
別
す
べ
き
二
つ
の
概
念
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
認
識
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
機
関
又
は
機
関
構
成
者
の
地
位
を
占
め
る
取
締
役
を
個
人

と
し
て
の
面
か
ら
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
取
締
役
の
地
位
が
二
つ
の
側
面
を
併
せ
持
つ
概
念
で

（姐）

あ
る
こ
と
は
会
社
法
で
も
同
様
に
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
取
締
役
が
、
会
社
機
関
の
構
成
員
と
い
う
機
関
関
係
的
側
面
と
、

被
選
任
者
に
対
し
て
受
任
者
と
し
て
の
任
務
及
び
義
務
を
負
わ
し
め
る
個
人
法
的
側
面
を
有
す
る
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
取
締
役
の
任
用
関
係
が
二
元
的
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
取
締
役
の
任
用
関
係
の
発
生
原
因
の

構
成
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
取
締
役
の
地
位
が
機
関
法
理
及
び
個
人
法
理
の
二
つ
の
基
盤
に
由
来
す
る
と
す
れ

ば
、
取
締
役
の
選
任
行
為
と
は
、
株
主
総
会
と
い
う
機
関
意
思
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
機
関
関
係
的
側
面

580 

な
い
し
社
団
法
的
側
面
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
個
人
法
上
の
関
係
す
な
わ
ち
会
社
と
機
関
構
成
者
と
し
て
の
取
締
役
と
の
間
に
契

約
関
係
を
創
設
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
取
締
役
の
選
任
を
定
め
る
会
社
法
三
二
九
条
が
機
関
関
係
的

地
位
を
創
設
す
る
規
定
で
あ
り
、
他
方
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
を
定
め
る
三
三

O
条
は
、
取
締
役
の
個
人
法
上
の
地
位
に
つ
い



（姐）

て
明
ら
か
に
す
る
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
、
被
選
任
者
の
承
諾
を
停
止
条
件
と
す
る
単
独
行
為
説
と
、
契
約

説
の
中
で
も
株
主
総
会
の
決
議
を
就
任
申
込
と
捉
え
る
見
解
は
、
取
締
役
の
地
位
に
お
け
る
機
関
関
係
と
個
人
法
上
の
関
係
を
区
別

せ
ず
、
両
関
係
を
混
同
し
て
い
る
と
解
す
る
D

取
締
役
の
地
位
の
二
元
性
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
前
者
の
単
独
行
為
説
に
よ
る
と
、

株
主
総
会
決
議
と
い
う
機
関
関
係
を
設
定
す
る
行
為
が
個
人
法
上
の
地
位
も
発
生
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
見
解
に
お

い
て
も
、
株
主
総
会
決
議
と
い
う
機
関
関
係
を
設
定
す
る
行
為
自
体
が
任
用
契
約
の
申
込
の
意
思
表
示
と
な
っ
て
個
人
法
上
の
地
位

を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
主
総
会
の
決
議
は
機
関
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
。
機
関
は
会
社
組
織
（却）

の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
会
社
と
機
関
と
の
聞
に
は
法
律
関
係
、
す
な
わ
ち
個
人
法
上
の
関
係
は
そ
こ
に
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
契
約
説
の
中
で
も
、
取
締
役
の
選
任
決
議
に
加
え
て
、
被
選
任
者
と
会
社
代
表
者
と
の
間
の
任
用
契
約
が
締
結
さ
れ
る

こ
と
で
完
成
す
る
と
の
見
解
こ
そ
、
取
締
役
の
地
位
の
二
様
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
見
解
で
あ
る
と
解
す
る
D

つ
ま
り
、
取
締
役

の
選
任
行
為
の
意
義
と
そ
の
効
果
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
選
任
決
議
と
い
う
機
関
権
限
行
使
の
結
果
、
取
締
役
の
機
関
関
係
上
の

地
位
が
創
設
さ
れ
、
他
方
、
選
任
決
議
と
は
別
に
会
社
代
表
者
と
被
選
任
者
と
の
間
で
任
用
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
取

締
役
の
個
人
法
上
の
地
位
が
生
じ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

取締役の選任行為とその地位

第
四
章

会
社
法
三
三
二
条
の
意
義

会
社
法
三
三
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
委
員
会
設
置
会
社
を
除
く
公
開
会
社
に
お
い
て
、
「
取
締
役
の
任
期
は
、
選
任
後
二
年
以
内

に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
」
と
規
定
し
、
一
般
に
本
条
は
取

（叫）

締
役
の
任
期
を
二
年
と
定
め
た
規
定
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
D

従
来
、
こ
れ
ら
の
取
締
役
の
任
期
に
関
し
て
は
「
取
締
役
ノ
任

期
ハ
二
年
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
定
め
ら
れ
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
六
条
一
項
）
、
委
員
会
設
置
会
社
の
取
締
役
・
執

581 
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行
役
の
任
期
に
関
し
て
は
、
そ
の
「
就
任
」
し
た
時
か
ら
一
年
以
内
の
最
終
の
決
算
期
に
関
す
る
定
時
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
を
任

期
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
商
法
特
例
法
二
一
条
の
六
第
一
項
、
二
一
条
の
一
三
第
三
項
）
。
し
か
し
、
前
者
の
規
定
は
任
期
の
起
算
の
仕
方

が
不
明
確
で
あ
る
と
し
て
、
委
員
会
設
置
会
社
に
お
け
る
取
締
役
と
そ
れ
以
外
の
会
社
の
取
締
役
と
の
平
灰
を
合
わ
せ
る
た
め
、
改

（必）

正
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
実
質
的
な
改
正
点
は
、
取
締
役
全
般
の
任
期
の
起
算
に
つ
い
て
、
「
就
任
後
」
か
ら
一
律
に
「
選

（必）

任
」
時
へ
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

582 

こ
う
し
た
条
文
に
お
け
る
文
言
の
シ
フ
ト
自
体
は
小
さ
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
取
締
役
の
選
任
行
為
を
め

ぐ
る
法
律
構
成
と
の
関
係
で
は
大
い
に
問
題
と
な
る
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
あ
る
者
を
株
式
会
社
の
取
締
役
と
す
る
に
は
株
主
総
会

で
取
締
役
と
し
て
選
任
す
る
決
議
を
経
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
（
会
一
一
三
九
条
一
項
）
、
会
社
法
三
三
二
条
一
項
が
取
締
役
の
任
期

の
起
算
点
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
と
、
取
締
役
の
任
期
の
起
算
が
「
就
任
時
」
か
ら
「
選
任
時
」
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
取
締
役
は
株
主
総
会
に
お
け
る
選
任
決
議
が
成
立
し
た
時
点
か
ら
取
締
役
の
任
用
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
本
規
定
は
、
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
会
社
代
表
者
と
被
選
任
者
間
で
任
用
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
取
締
役
の
地
位
が

生
ず
る
と
す
る
立
場
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
選
任
決
議
を
単
独
行
為
な
い
し
被
選
任
者
の
承
諾
を
停
止
条
件
と
す
る
条
件
付
き
単
独

行
為
と
す
る
立
場
、
又
は
契
約
説
の
中
で
も
選
任
決
議
自
体
を
被
選
任
者
に
対
す
る
申
込
と
捉
え
る
立
場
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
会
社
法
三
三
二
条
一
項
の
意
義
が
問
題
と
な
る
。
任
期
の
起
算
点
を
選
任
時
に
変
更
し
た
点
に
つ
き
、
立
法
担
当
者
に

よ
れ
ば
、
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
に
本
規
定
の
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
任
期
の
起
算
を
就
任
時
と
す
る
と
、
就
任
承
諾
は
被
選
任
者
の
意
向
に
委
ね
ら
れ
る
た
め
、
取
締
役
自
身
が
任
期

の
終
了
時
点
を
有
利
に
選
択
で
き
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
株
主
総
会
の
選
任
決
議
と
就
任
承
諾
と
の
聞
に
長
期
間
の
隔
た

（釘）

り
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合
に
は
任
期
の
終
期
が
株
主
総
会
の
意
思
に
反
す
る
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
会
社
法



制
定
以
前
か
ら
、
取
締
役
の
任
期
の
起
算
点
に
つ
い
て
、
選
任
決
議
時
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
以
下
、
選
任
時
説
と
す
る
）
と
選
任

決
議
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
る
任
用
契
約
の
就
任
承
諾
時
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
以
下
、
就
任
時
説
と
す
る
）
と
の
間
で
学
説
上
の

議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
就
任
時
説
に
対
し
て
は
、
取
締
役
の
選
任
決
議
と
就
任
承
諾
と
の
聞
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
各
取
締
役
に
お
い
て
就
任
を
承
諾
し
た
日
が
異
な
る
と
、
各
人
の
任
期
の
終
期
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま

（必）

い
、
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
選
任
決
議
か
ら
就
任
承
諾
と
の
隔
た
り
を
解
消
す
る
た
め
に
、
本
条

が
選
任
時
説
に
立
脚
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
こ
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。
結
局
、
選
任
時
説
に
よ
っ
て
も

同
様
の
可
能
性
が
あ
り
、
例
え
ば
、
選
任
決
議
と
就
任
承
諾
が
会
社
の
事
業
年
度
を
跨
ぐ
場
合
に
は
任
期
に
大
き
な
違
い
が
出
て
き

（必）

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
実
務
で
は
、
各
取
締
役
の
就
任
承
諾
の
時
期
が
必
ず
し
も
同
時
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
各
取

締
役
の
任
期
の
終
期
を
揃
え
る
べ
く
、
会
社
法
制
定
前
よ
り
、
定
款
で
「
就
任
後
二
年
以
内
の
最
終
の
決
算
期
に
関
す
る
定
時
総
会

の
終
結
の
時
に
満
了
す
る
」
等
の
規
定
を
置
い
た
り
、
ま
た
、
選
任
決
議
を
条
件
と
す
る
任
用
契
約
を
予
め
締
結
し
て
お
き
、
各
取

締
役
に
つ
い
て
選
任
決
議
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
者
は
取
締
役
に
当
然
就
任
す
る
こ
と
に
し
た
り
し
て
、
選
任
日
と
就
任
日
を
一
致

（叩）

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
各
取
締
役
の
終
期
を
均
一
に
揃
え
る
実
務
上
の
慣
行
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す

取締役の選任行為とその地位

れ
ば
、
選
任
決
議
と
就
任
承
諾
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
恐
れ
は
実
際
上
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
立
法
担
当
者
の
い
う
よ
う
に
取
締
役
に
よ
る
任
期
の
怒
意
的
運
用
を
懸
念
す
る
こ
と
は
杷
憂
で
あ
り
、
選
任
時
説
は
妥
当

で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
会
社
法
三
三
二
条
一
項
は
、
実
際
の
運
用
上
の
不
都
合
に
配
慮
し
た
規
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
合
意

は
な
い
と
解
す
る
。
い
わ
ん
や
、
立
法
担
当
者
は
本
規
定
に
つ
い
て
任
用
関
係
の
発
生
原
因
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
会
社
法
が
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
「
選
任
」
時
か
ら
起
算
す
る
と
し
た
の
は
、
取
締
役
と
し
て
の
地
位
が

生
ず
る
任
期
の
起
算
点
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
本
意
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
各
取
締
役
の
任
期
の
終
期
を
統
一
す
る
た
め
に
取
締
役
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（日）

の
任
期
の
起
算
点
を
客
観
的
に
認
知
し
う
る
「
選
任
」
決
議
時
に
置
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
本
条
は
、
任

期
の
終
期
を
定
め
る
こ
と
が
主
眼
な
の
で
あ
る
D

こ
の
よ
う
に
本
条
の
意
義
を
捉
え
る
と
、
取
締
役
の
任
用
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
原

（回）

因
（
法
律
行
為
）
に
つ
い
て
は
依
然
解
釈
問
題
と
し
て
別
個
に
残
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
会
社
法
三
三
二
条
一
項
の
趣

意
は
、
取
締
役
の
任
期
の
起
算
点
を
定
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
務
で
実
践
さ
れ
て
き
た
慣
行
を
明
文
化
し
、
任
期
の
終
期
を
明
確

584 

に
す
る
こ
と
を
眼
目
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
章

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
取
締
役
の
選
任
行
為
の
意
義
、
す
な
わ
ち
取
締
役
の
任
用
関
係
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
、
会
社
法
三
二
九
条
一
項
及
び

三
三

O
条
の
両
法
条
に
お
け
る
起
草
者
の
見
解
及
び
取
締
役
の
法
律
的
構
造
の
検
討
を
通
じ
て
、
会
社
法
の
下
で
改
め
て
考
察
を
行

っ
た
。
取
締
役
の
選
任
行
為
論
は
、
会
社
実
務
に
は
大
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
か
な
る
理

論
で
も
か
ま
わ
な
い
と
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
理
論
的
な
問
題
で
あ
り
、
と
く
に
会
社
法
上
の
新
し
い
任
期
規
定
（
会
一
三
二
二

条
一
項
）
の
解
釈
と
の
関
係
で
い
ま
一
度
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
取
締
役
と
会
社
と
の
法
律
関
係
を
規
律
す
る
会
社
法
三
三

O
条
の
沿
革
を
考
察
し
た
結
果
、
任
用
関
係
の
性
質
論
に
つ
い

て
は
学
説
の
議
論
に
委
ね
、
起
草
者
の
見
解
を
あ
え
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
回
避
し
た
こ
と
、
ま
た
、
三
三

O
条
は
主
に
法
律
関

係
の
安
定
性
を
図
る
点
に
意
義
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
か
つ
て
大
審
院
が
採
用
し
て
い
た
単
独
行
為
説
を
排
除
せ
ん
と
い
う
点
に

立
法
趣
旨
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
起
草
者
の
意
思
と
し
て
、
任
用
関
係
を
生

じ
さ
せ
る
原
因
に
関
し
て
消
極
的
な
が
ら
も
契
約
説
が
採
用
さ
れ
た
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で
、
取
締
役
が
機
関
関
係

上
と
個
人
法
上
の
二
元
的
地
位
を
有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
取
締
役
の
地
位
の
発
生
原
因
の
構
成
を
考
察
し
た
結
果
、
取
締
役
の



選
任
行
為
の
性
質
論
の
中
で
も
、
取
締
役
の
選
任
決
議
に
加
え
、
被
選
任
者
と
会
社
代
表
者
と
の
間
の
任
用
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ

と
で
選
任
行
為
が
完
成
す
る
と
の
立
場
こ
そ
、
取
締
役
の
地
位
の
二
様
性
と
親
和
性
を
有
す
る
見
解
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
、
取
締
役
の
任
期
を
定
め
る
会
社
法
三
三
二
条
一
項
は
任
期
の
始
期
を
明
ら
か
に
し
た
規
定
で
は
な
く
、
そ
の
終
期

を
明
確
に
し
た
規
定
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
取
締
役
の
任
期
の
起
算
点
は
就
任
承
諾
の
意
思
表
示
の
時
と
解
す
べ
き

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
取
締
役
の
地
位
は
選
任
決
議
と
い
う
会
社
の
意
思
を
受
け
て
会
社
代
表
者
と
被
選
任
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ

る
取
締
役
任
用
契
約
が
成
立
し
た
時
点
か
ら
生
じ
る
と
解
す
る
に
至
っ
た
。

取
締
役
の
二
元
的
地
位
が
あ
る
と
し
て
も
、
取
締
役
の
一
般
的
義
務
と
の
関
連
で
取
締
役
の
個
人
法
上
の
地
位
の
解
釈
、
す
な
わ

ち
任
用
関
係
の
性
質
は
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
明
治
四
四
年
商
法
改
正
時
に
お
い
て
、
起
草
者
が
取
締
役
の
任
用
関
係
の
性
質
に

つ
い
て
学
説
の
議
論
に
委
ね
て
か
ら
一
世
紀
余
、
問
題
は
依
然
今
日
ま
で
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
間
に
ア
メ
リ
カ
法
の
受
容

に
よ
る
わ
が
法
に
は
大
き
な
変
容
も
あ
る
。
こ
の
点
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

取締役の選任行為とその地位

（1
）
明
治
二
三
年
商
法
（
明
治
二
六
年
七
月
一
日
施
行
）
一
八
五
条
一
項
は
、
「
総
会
ハ
株
主
中
ニ
於
テ
三
人
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
取
締

役
ヲ
三
十
年
ノ
時
期
ヲ
以
テ
選
定
ス
但
其
時
期
満
了
ノ
後
再
選
ス
ル
ハ
妨
ナ
シ
」
と
規
定
し
て
い
た
D

取
締
役
に
株
主
資
格
を
要
求
し
て

い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
株
主
で
あ
れ
ば
会
社
の
事
業
に
利
害
関
係
を
持
つ
の
で
、
よ
り
企
業
経
営
に

専
心
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
が
実
質
的
な
理
由
で
あ
っ
た
。
明
治
四
四
年
改
正
議
論
の
際
に
、
そ
の
実
益
に
乏
し
い
点
や
株
式

貸
与
が
横
行
し
規
定
の
趣
旨
を
没
却
し
て
い
る
点
が
共
通
認
識
と
な
り
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
「
〔
第
二
次
〕
法
律
取

調
委
員
曾
商
法
中
改
正
法
律
案
議
事
速
記
録
こ
一
二
四
頁
（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二

0
・
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
六
O
年））、

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
二
ニ
年
商
法
改
正
で
「
株
主
中
ヨ
リ
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（2
）
前
掲
注
（
1
）
一
一
四
一
頁
。
当
時
、
任
用
関
係
の
性
質
を
定
め
る
規
定
を
取
締
役
の
任
期
を
定
め
る
一
六
六
条
に
入
れ
る
案
も
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、
選
任
規
定
に
後
続
さ
せ
る
方
が
都
合
が
ょ
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
取
締
役
の
選
任
の
関
す
る
規
定
と
同
じ
条
文
に
さ
せ
る
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こ
と
と
な
っ
た
。

（3
）
前
掲
注
（
1
）
二
二
七
頁
（
斉
藤
十
一
郎
発
言
）
。
委
任
終
了
の
際
の
応
急
処
分
の
義
務
を
定
め
る
民
法
六
五
四
条
の
規
定
で
は
、
委

任
終
了
の
場
合
に
お
い
て
受
任
者
等
が
必
要
な
処
分
を
行
う
義
務
が
生
じ
る
の
は
「
急
迫
ノ
事
情
ア
ル
ト
キ
」
に
限
ら
れ
る
た
め
、
商
法

で
こ
れ
を
援
用
す
る
の
で
は
適
用
範
囲
が
狭
く
、
本
条
の
よ
う
な
商
法
上
特
別
の
規
定
の
新
設
が
必
要
で
あ
っ
た
。

（4
）
前
掲
注
（
1
）
二
三
O
頁
。
原
案
に
お
い
て
は
委
任
関
係
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
採
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
規
の
適
用
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
と
説
明
さ
れ
る
（
同
二
三
二
頁
）
。
ま
た
、
す
で
に
主
査
会
に
お
い
て
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
委
任
関
係
と
認

め
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
民
法
の
条
文
で
使
わ
れ
て
い
る
「
委
任
終
了
」
と
い
う
文
言
を
援
用
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
1
）

二
二
七
頁
（
粛
藤
十
一
郎
発
言
）
）
。

（5
）
前
掲
注
（
l
）
二
二
七
頁
（
梅
謙
次
郎
発
言
）
。
最
終
的
に
は
、
本
原
案
に
対
し
て
梅
委
員
が
提
案
し
た
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
（
前

掲
注
（
1
）
二
四
一
頁
）
。

（6
）
梅
委
員
は
、
わ
が
民
法
上
に
は
法
定
代
理
と
委
任
代
理
の
二
つ
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
し
た
う
え
で
、
現
行
民
法
一

O
O
六
条

の
前
身
で
あ
る
民
法
一
一

O
九
条
に
お
い
て
遺
言
執
行
者
が
法
定
代
理
人
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
取
締
役
も
法
定
代
理
人
で
あ
る
と
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
民
法
一
一

O
九
条
に
お
い
て
遺
言
と
い
う
単
独
行
為
に
よ
り
遺
言
執
行
者
が
「
指
定
」
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、

株
主
総
会
決
議
と
い
う
単
独
行
為
に
よ
っ
て
取
締
役
が
選
任
さ
れ
る
と
し
、
ま
た
、
指
定
さ
れ
た
者
が
承
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遺
言
執

行
者
に
「
就
職
」
す
る
の
と
同
様
に
株
主
総
会
決
議
で
選
任
さ
れ
た
者
が
承
諾
に
よ
っ
て
取
締
役
に
「
就
任
」
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
（
前
掲
注
（
1
）
二
二
八
頁
、
二
三
九
頁
）
。

（7
）
岡
野
委
員
の
理
由
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
も
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
は
一
般
に
契
約
の
関
係
で
あ
る
と
解
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
に
お
い
て
も
、
取
締
役
に
関
す
る
規
定
の
多
く
の
箇
所
で
委
任
契
約
上
に
お
け
る
受
任
者
（

BS・

念
宮
町
。
）
と
い
う
語
を
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
取
締
役
の
地
位
の
二
元
的
側
面
を
挙
げ
る
（
前
掲
注
（
I
Z
二
一
二
頁
）
。

（8
）
梅
博
士
は
、
「
明
文
ナ
シ
ニ
曾
社
ト
取
締
役
ト
ノ
閥
係
ガ
嘗
然
委
任
閥
係
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
今
日
ノ
現
行
法
デ
ハ
無
理
デ
ア
ラ

ウ
、
而
シ
テ
実
際
ハ
ド
ウ
カ
ト
云
フ
ト
私
ハ
委
任
閥
係
ト
同
ジ
閥
係
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
注
（
1
）一一一一一

O
頁）。

（9
）
前
掲
注
（
1
）
二
三
一
、
二
三
二
、
二
三
九
頁
。
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（
叩
）
前
掲
注
（
1
）
二
四
O
頁
。
ま
た
、
松
波
委
員
も
、
商
法
典
の
取
締
役
に
関
す
る
規
定
と
委
任
の
細
か
い
規
定
を
比
べ
て
み
る
と
、
民

法
上
の
委
任
者
と
受
任
者
と
の
対
立
関
係
と
会
社
と
取
締
役
と
の
対
立
関
係
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
か
ら
と
し
、
そ
の
性
質
に
関
し

て
は
、
解
釈
の
う
え
で
は
純
然
た
る
委
任
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
し
て
明
言
を
避
け
た
（
前
掲
注
（
l
）
二
三
八
頁
）
。

（
日
）
松
波
委
員
は
、
「
私
モ
委
任
デ
ナ
イ
ト
思
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ス
ガ
：
：
：
矢
張
委
任
デ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
明
カ
ニ
シ
準
用
ト
云
フ
文
字

ヲ
以
テ
適
嘗
ニ
賓
際
ノ
場
合
ニ
鷹
ズ
ル
方
法
ヲ
講
ジ
タ
ラ
バ
如
何
デ
ア
ラ
ウ
」
と
述
べ
、
取
締
役
と
会
社
間
の
任
用
契
約
の
性
質
に
つ
い

て
委
任
で
は
な
い
と
す
る
自
ら
の
見
解
が
成
り
立
ち
う
る
規
定
の
体
裁
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
注
（
1
）
二
三
七
頁
）
。
一
方
、
岡

野
敬
次
郎
博
士
は
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
一
種
特
別
ノ
契
約
閥
係
ナ
リ
ト
論
セ
ン
ト
欲
ス
」
（
岡
野
敬
次
郎
述
・
会
社

法
二
四
O
頁
（
中
央
大
学
、
明
治
三
九
年
）
）
と
し
、
明
治
四
二
年
の
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
改
正
論
議
に
お
い
て
「
矢
張
皐
説
ト

シ
テ
ハ
取
締
役
ト
云
フ
機
関
ヲ
組
織
ス
ル
各
員
ト
曾
社
ト
ノ
関
係
ハ
委
任
閥
係
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
私
ハ
信
ジ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
」
と

さ
れ
（
前
掲
注
（
1
）
二
三
一
頁
）
、
解
釈
論
と
し
て
も
委
任
説
を
支
持
す
る
立
場
を
述
べ
て
い
る
。

（
ロ
）
岡
野
委
員
は
、
民
法
論
に
ま
で
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
と
し
た
上
で
「
委
任
ニ
閥
ス
ル
規
定
ニ
従
フ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
レ
パ
何
方
チ
附

カ
ズ
ニ
シ
テ
而
シ
テ
賓
際
ノ
困
難
ヲ
避
ク
ル
ニ
便
宜
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
注
（
1
）
二
三
二
、
二
三
八
頁
）
。

（
日
）
前
掲
注
（
1
）
一
一
一
一
一
八
頁
。
な
お
、
穂
積
陳
重
委
員
が
「
生
ズ
ル
」
の
文
言
の
削
除
を
求
め
、
そ
の
修
正
案
を
岡
野
委
員
が
受
け
入
れ

て
い
る
。

（
凶
）
法
律
新
聞
社
編
・
改
正
商
法
理
由
一
九
四
頁
（
法
律
新
聞
社
、
明
治
四
四
年
）
。

（
日
）
梅
謙
次
郎
「
取
締
役
の
選
任
の
性
質
」
法
学
志
林
十
二
巻
八
号
（
明
治
四
三
年
）
二
一
一
頁
（
明
治
四
三
年
）
。
単
独
行
為
説
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
が
委
任
の
規
定
を
両
者
の
法
律
関
係
の
規
律
に
理
由
と
し
て
、
取
締
役
の
注
意
義
務
の
程
度
を
明
確
に
す
る
必

要
性
か
ら
受
任
者
の
善
管
注
意
義
務
（
民
法
六
四
四
条
）
を
用
い
た
い
こ
と
等
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
日
）
任
用
契
約
の
性
質
に
つ
い
て
、
委
任
（
準
委
任
も
含
む
）
と
す
る
見
解
、
委
任
だ
け
で
は
な
く
雇
用
を
も
含
む
と
す
る
見
解
、
さ
ら

に
は
無
名
契
約
で
あ
る
と
す
る
見
解
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
任
用
契
約
の
性
質
は
純
粋
な
委
任
で
は
な
い
と
解
す
る
松
波

委
員
は
、
取
締
役
の
就
任
契
約
は
無
名
契
約
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
委
任
の
要
素
、
雇
用
の
要
素
、
さ
ら
に
民
法
上
の
有
名
契
約
に
存
し

な
い
団
体
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
（
松
波
仁
一
郎
・
改
正
日
本
商
法
（
第
三
版
）
一
二
一
二
二
頁
（
明
治
大
学
、
大
正
元
年
）
、

同
「
取
締
役
選
任
論
」
法
学
新
報
一
六
巻
四
号
二
頁
（
明
治
三
九
年
）
）
。
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（
口
）
神
谷
高
保
「
取
締
役
選
任
権
の
委
譲
（
こ
」
法
協
二
四
巻
二
号
一
六
三
頁
（
平
成
九
年
）
。

（
店
）
前
掲
注
（
1
）
二
三
六
頁
。
松
波
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
取
締
役
の
選
任
が
単
独
行
為
と
す
る
見
解
と
契
約
で
あ
る
と

す
る
見
解
の
両
見
解
が
対
立
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
こ
に
お
い
て
契
約
で
あ
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
小
サ
イ
ヤ
ウ
ナ

候
文
ニ
見
エ
テ
非
常
ナ
大
キ
ナ
問
題
ガ
決
セ
ラ
レ
タ
ト
思
フ
」
と
す
る
。
株
主
総
会
で
の
選
任
決
議
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ

て
そ
の
決
議
の
意
思
が
被
選
任
者
に
伝
わ
ろ
う
と
も
、
被
選
任
者
が
承
諾
す
れ
ば
取
締
役
と
な
る
と
し
て
、
取
締
役
と
会
社
間
の
関
係
は
、

解
釈
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
外
国
の
法
状
況
に
鑑
み
て
も
契
約
で
あ
る
と
解
す
る
（
松
波
仁
一
郎
「
取
締
役
選
任
論
」
前
掲
注
（
日
）
一
四

頁
、
一
七
頁
）
。

（
印
）
毛
戸
勝
元
・
商
法
改
正
評
論
五
九
頁
（
有
斐
閣
、
明
治
四
四
年
）
は
、
大
審
院
判
例
が
契
約
説
に
反
対
の
立
場
に
あ
る
た
め
に
本
規

定
を
明
文
化
の
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

（
初
）
単
独
行
為
説
に
立
つ
大
審
院
判
例
と
し
て
、
大
決
明
治
三
六
年
三
月
一
四
日
民
録
九
輯
一
二
O
七
頁
、
大
決
明
治
三
六
年
八
月
二
八
日

民
録
九
輯
九
四
八
頁
。

（
幻
）
前
掲
注
（
1
）
二
三
八
頁
（
岡
野
委
員
）
。
「
何
モ
書
カ
ズ
ニ
置
ク
ト
矢
張
大
審
院
ノ
判
決
ハ
矢
張
今
日
ノ
億
ニ
行
ク
コ
ト
ニ
ナ
ル
」
と

す
る
。
ま
た
、
同
二
三
六
頁
（
松
波
発
言
）
も
同
旨
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梅
委
員
は
、
登
記
す
る
こ
と
が
事
実
上
困
難
な
場

合
に
は
少
し
位
遅
れ
て
も
怠
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
す
る
（
同
二
三
九
頁
、
梅
・
前
掲
注
（
日
）
一
八
頁
）
。
本
規
定
の
立
法
議
論
に
お

い
て
梅
委
員
が
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
と
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
が
（
神
谷
・
前
掲
注
（
げ
）
一
四
八
頁
）
、
岡
野
委
員
の
修
正
案
が
多

く
の
起
草
委
員
の
賛
同
を
得
て
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
規
定
を
め
ぐ
っ
て
の
最
終
的
な
議
論
に
お

い
て
岡
野
委
員
の
影
響
力
は
誠
に
大
で
あ
り
、
本
規
定
の
制
定
を
主
導
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

（
辺
）
当
時
の
委
員
会
に
お
い
て
、
契
約
説
を
支
持
す
る
委
員
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
中
で
、
本
規
定
の
制
定
を
主
導
し
て
き
た
の
は
契
約

説
を
代
表
す
る
岡
野
委
員
で
あ
り
、
本
規
定
に
は
彼
の
考
え
方
が
体
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
お
）
志
田
紳
太
郎
・
日
本
商
法
論
第
二
一
編
会
社
上
巻
五
一
九
頁
（
明
治
三
四
年
）
、
梅
・
前
掲
注
（
日
）
一
頁
、
鈴
木
虎
雄
「
会
社
と
取
締

役
と
の
閥
係
に
付
て
の
三
大
疑
義
」
法
律
新
聞
三
五
八
号
二
頁
（
明
治
三
九
年
）
、
大
決
明
治
三
四
年
七
月
八
日
民
録
七
輯
七
号
三
七
頁
、

大
決
明
治
三
六
年
八
月
二
八
日
民
録
九
輯
九
四
八
頁
。

（M
）
株
主
を
取
締
役
に
選
任
し
そ
の
者
の
承
諾
の
有
無
を
問
わ
ず
取
締
役
に
就
任
す
る
と
解
す
る
当
時
の
単
独
行
為
説
に
よ
る
と
、
特
定
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取締役の選任行為とその地位

の
株
主
に
特
殊
な
義
務
を
課
す
こ
と
に
な
る
点
で
株
主
平
等
原
則
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
株
主
の
意
思
に
拘
わ
ら
ず
選
任

に
よ
り
取
締
役
に
就
任
す
る
と
な
る
と
、
誰
も
が
会
社
の
株
主
と
な
る
こ
と
を
避
け
、
ひ
い
て
は
会
社
の
発
達
を
阻
害
す
る
と
し
て
、
単

独
行
為
説
に
よ
る
実
際
上
の
不
便
を
指
摘
さ
れ
る
（
松
波
・
前
掲
注
（
日
）
一
四
頁
、
一
七
頁
）
。
現
在
で
も
、
役
員
の
選
任
登
記
を
申
請

す
る
際
に
は
、
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
の
添
付
が
要
求
さ
れ
（
商
業
登
記
法
五
四
条
一
項
）
、
選
任
行
為
に
加
え
就
任
承

諾
が
必
要
と
な
る
。

（
お
）
鈴
木
竹
雄
日
竹
内
昭
夫
・
会
社
法
（
第
三
版
）
二
七
O
頁
（
有
斐
閣
、
平
成
六
年
）
、
神
谷
・
前
掲
注
（
げ
）
一
六
四
頁
。

（
お
）
大
隅
健
一
郎
H
今
井
宏
・
会
社
法
論
中
巻
（
第
三
版
）
一
四
九
頁
（
有
斐
閣
、
平
成
四
年
）
、
田
中
誠
二
・
会
社
法
詳
論
三
全
訂
版

上
巻
五
七
六
頁
（
勤
草
書
房
、
平
成
五
年
）
江
頭
憲
治
郎
・
株
式
会
社
法
（
第
二
版
）
三
五
六
頁
（
有
斐
閣
、
平
成
二

O
年
）
、
宮
島

司
・
新
会
社
法
エ
ッ
セ
ン
ス
（
第
三
版
）
一
八
八
頁
（
弘
文
堂
、
平
成
二

O
年
）
、
山
本
潟
三
郎
・
会
社
法
の
考
え
方
一
八
四
頁
（
八
千

代
出
版
、
平
成
二

O
年）。

（
幻
）
田
中
耕
太
郎
・
改
訂
会
社
法
概
論
下
巻
三
八
三
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
O
年）。

（
お
）
江
頭
・
前
掲
注
（
お
）
三
五
六
頁
。
選
任
者
の
承
諾
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
、
法
律
行
為
た
る
単
独
行
為
に
条
件
や
期
限
を
付
す
こ
と

は
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
他
人
の
意
思
に
か
か
ら
し
め
る
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
契
約
と
し
て
構
成
す
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
却
）
木
内
宜
彦
・
会
社
法
（
企
業
法
学
E
）
一
七
五
頁
（
勤
草
書
房
、
昭
和
五
八
年
）
。

（
初
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
米
谷
隆
三
「
機
関
と
し
て
の
取
締
役
と
個
人
と
し
て
の
取
締
役
」
米
谷
隆
三
選
集
第
二
巻
五
O
一
頁
（
初
出
、

青
山
衆
司
博
士
還
暦
記
念
論
文
・
商
法
及
保
険
の
研
究
（
昭
和
六
年
）
）
に
よ
れ
ば
、
機
関
構
成
者
は
頭
に
団
体
法
上
の
機
関
の
地
位
を

冠
る
も
そ
の
足
は
個
人
法
上
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
機
関
の
意
思
お
よ
び
機
関
行
為
は
法
人
の
意
思
お
よ
び
行
為
に
外
な
ら
ず
、

法
人
と
機
関
と
の
間
に
は
何
ら
法
律
関
係
は
生
じ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
機
関
を
構
成
す
る
者
は
単
純
な
る
人
格
者
が
機
関
の
抽
象
的
状

態
的
な
地
位
を
充
た
す
個
人
法
上
の
存
在
で
あ
る
か
ら
、
法
人
と
機
関
構
成
者
と
の
聞
に
は
法
律
関
係
が
生
じ
る
と
し
て
、
二
元
的
関
係

の
存
在
を
主
張
す
る
。

（
剖
）
先
述
し
た
明
治
四
二
年
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
岡
野
委
員
は
、
取
締
役
た
る
人
か
ら
組
織
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
機
関
で
あ
り
、
取

締
役
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
は
機
関
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
取
締
役
ト
云
フ
機
関
ト
ソ
レ
カ
ラ
取
締
役
ト
云
フ
機
関
ヲ
組
織
ス
ル
各

取
締
役
ト
云
フ
者
ト
ヲ
区
別
ス
ル
ノ
言
葉
ガ
日
本
ノ
法
律
ニ
ハ
鉄
乏
シ
テ
居
ル
」
と
指
摘
す
る
（
前
掲
注
（
1
）一一一一一

O
頁）。
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（
認
）
松
本
系
治
・
会
社
法
概
論
三
四
O
頁
（
巌
正
堂
、
大
正
八
年
）
、
前
掲
注
（
1
）
二
三

O
頁。

（
お
）
田
中
耕
太
郎
「
機
関
ノ
観
念
」
商
法
学
特
殊
研
究
上
二
三
七
頁
（
春
秋
社
、
昭
和
三

O
年）。

（
担
）
石
井
照
久
・
商
法
I

（
総
則
・
会
社
法
）
二
九
八
頁
（
昭
和
二
九
年
、
勤
草
書
房
）
大
森
忠
夫
・
会
社
法
講
義
（
改
訂
版
）

頁
（
青
林
書
院
、
昭
和
三
一
年
）
、
鈴
木
竹
雄
・
会
社
法
全
訂
第
五
版
頁
（
弘
文
堂
、
平
成
六
年
）
。

（
お
）
西
原
寛
一
・
商
法
講
義
二
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
二
年
）
、
大
浜
信
泉
「
取
締
役
と
取
締
役
会
」
株
式
会
社
法
講
座
第
三
巻
（
昭

和
三
一
年
、
有
斐
閣
）
、
大
森
忠
夫
編
・
注
釈
会
社
法
（
四
）
三
五
七
頁
（
山
口
幸
五
郎
）
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
三
年
）
。

（
お
）
大
浜
・
前
掲
注
（
お
）
一

O
三
二
頁
。
崎
田
直
次
「
取
締
役
の
機
関
性
」
綜
合
法
学
二
二
号
三
七
六
頁
は
、
た
と
え
ば
、
取
締
役
が
取

締
役
会
に
お
け
る
業
務
執
行
の
意
思
決
定
に
参
与
す
る
権
限
は
、
取
締
役
会
と
い
う
機
関
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
有

す
る
機
関
関
係
上
の
権
限
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
権
限
は
会
社
の
た
め
に
専
ら
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
内
包
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
権
限
行
使
の
ベ
ク
ト
ル
の
理
由
づ
け
は
個
人
法
上
の
法
律
関
係
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

（
幻
）
大
隅
健
一
郎
H
今
井
宏
・
前
掲
注
（
お
）
一
四
九
頁
。

（
お
）
こ
の
他
、
委
員
会
設
置
会
社
に
お
け
る
取
締
役
の
地
位
も
異
な
る
が
、
本
稿
で
検
討
す
る
取
締
役
の
概
念
か
ら
は
こ
れ
を
除
く
。

（
ぬ
）
江
頭
・
前
掲
注
（
お
）
二
八

O
頁。

（
伺
）
宮
島
・
前
掲
注
（
お
）
一
八
九
頁
。
神
田
秀
樹
・
会
社
法
第
十
一
版
一
六
二
頁
（
弘
文
堂
、
平
成
二
一
年
）
も
、
会
社
と
そ
の
機
関
構

成
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
機
関
を
構
成
す
る
自
然
人
が
そ
の
権
限
内
で
し
た
行
為
の
効
果
が
会
社
に
帰
属
す
る
と
い
う
機
関
関
係
と
、

そ
の
基
礎
と
な
る
会
社
と
機
関
構
成
者
と
の
実
質
関
係
が
存
在
す
る
と
す
る
。

（
但
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
同
様
に
、
取
締
役
の
地
位
が
二
つ
の
側
面
を
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
0

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
取
締
役
の
地
位

に
関
す
る
伝
統
的
見
解
に
よ
る
と
、
取
締
役
は
委
任
契
約
上
の
受
任
者
の
地
位
に
あ
り
、
株
主
総
会
が
取
締
役
（
包
B
E笠
g
窓口円）

に
対
し
て
会
社
を
代
表
す
る
行
為
を
委
任
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
法
上
の
委
任
制
度
は
商
事
会
社
に
お
け

る
技
術
的
な
業
務
執
行
の
構
造
に
う
ま
く
適
応
し
な
い
制
度
で
あ
り
、
ま
た
、
受
任
者
と
し
て
の
取
締
役
に
課
せ
ら
れ
る
一
般
的
義
務
が

明
確
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
委
任
理
論
に
よ
る
欠
陥
を
補
う
た
め
、
会
社
を
制
度
（
宮
阜
芹
E
Eロ
）
と
し
て
捉
え
、

取
締
役
は
も
は
や
受
任
者
で
は
な
く
法
人
の
機
関
（
。

G
mロ
g
）
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
制
度
理
論
も
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
取
締
役
の
地
位
を
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
両
見
解
の
折
衷
的
見
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取締役の選任行為とその地位

解
と
し
て
、
取
締
役
の
法
的
地
位
は
、
委
任
理
論
に
お
け
る
受
任
者
と
し
て
の
取
締
役
と
制
度
理
論
お
け
る
機
関
と
し
て
の
取
締
役
の
二

元
的
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
盟
。
母
子
戸
ω
店
名
。
g
m
E
E
b
a
4口。色
g
E
E
m
gロ
Z
g
a
g
M
U。ロ円

F
E
O
色。

m
o
E
E
P
寸
『
な
0・司
mw同町

F
H
U
∞NW
ロ
oHop－
JEBmw－E
W
F
m
B
ω
旬。ロ
g
E
E
b
色。
ωω
品
目
宮
町
可
巳
ogBω
鬼門目。
ω
。吋
mmwロ
om

【問。

m
o
a－。ロ内問。
ωω
。
丘
公
含

mwロ
。
ロ
ヨ
ロ

2
・同，
Fbω0・の。ロ
bas－
5
2・ぉ・）。

（
必
）
水
口
吉
蔵
「
取
締
役
の
選
任
及
解
任
の
性
質
に
就
て
」
商
法
論
叢
一
三
二
頁
（
高
里
閤
書
房
、
昭
和
六
年
）
、
横
尾
百
一
「
正
当
事
由

な
き
取
締
役
解
任
に
と
も
な
う
損
害
賠
償
責
任
の
法
的
性
質
」
法
学
政
治
学
論
究
五
二
号
一
二
三
頁
。

（
必
）
岡
野
委
員
は
、
「
機
閥
ト
ソ
レ
カ
ラ
曾
社
ト
云
フ
モ
ノ
ノ
間
ニ
法
律
閥
係
ノ
生
ズ
ベ
キ
理
由
ガ
ナ
イ
、
ソ
レ
ハ
丁
度
人
ニ
警
ヘ
テ
言

ヘ
パ
手
足
ト
同
ジ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
手
足
ト
人
ト
ノ
間
ニ
法
律
関
係
ハ
何
モ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
す
る
（
前
掲
注
（
1
）
二
三

O
頁）。

大
浜
・
前
掲
注
（
お
）
一

O
三
二
頁
。

（
叫
）
な
お
、
同
規
定
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
、
委
員
会
設
置
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
は
「
一
年
」
、
公
開
会
社
で
な
い
株
式
会
社

（
委
員
会
設
置
会
社
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
「
十
年
」
ま
で
伸
長
す
る
こ
と
で
き
る
（
会
一
二
三
二
条
二
項
、
三
項
）
。

（
必
）
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
二

O
回
会
議
議
事
録
（
平
成
一
六
年
三
月
一
七
日
）
。

（
必
）
同
様
に
、
監
査
役
の
任
期
の
規
定
も
「
就
任
時
」
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
七
三
条
）
か
ら
「
選
任
時
」
と
い
う
文
言
に
統
一

さ
れ
て
い
る
（
会
一
二
三
六
条
一
項
）
。
監
査
役
の
任
期
に
関
す
る
規
定
は
、
「
監
査
役
ノ
任
期
ハ
二
年
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
さ
れ
て

い
た
も
の
を
、
昭
和
四
九
年
商
法
改
正
時
に
「
監
査
役
ノ
任
期
ハ
就
任
後
二
年
内
ノ
最
終
ノ
決
算
期
ニ
関
ス
ル
定
時
総
会
ノ
終
結
ノ
時
ト

ス
」
に
改
め
ら
れ
た
。
最
長
か
つ
最
短
の
任
期
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
定
款
で
も
そ
の
任
期
を
伸
張
ま
た
は
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
。
立
法
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
株
主
総
会
決
議
前
に
決
議
を
条
件
と
し
て
事
前
に
承
諾
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
選
任
決
議
の
時
か
ら
起
算
さ
れ
る
が
、
任
期
は
監
査
役
が
総
会
の
選
任
に
従
っ
て
就
任
を
承
諾
し
た
時
が
起
算
点

で
あ
る
と
さ
れ
る
（
加
藤
一
斑
H

黒
木
学
・
改
正
商
法
と
計
算
規
則
の
解
説
一
一
一
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五

O
年）。

（
釘
）
相
津
哲
H
葉
玉
匡
美
H
郡
谷
大
輔
・
論
点
解
説
新
・
会
社
法
二
八
五
頁
（
商
事
法
務
、
平
成
一
八
年
）
二
八
六
頁
。
も
っ
と
も
、

選
任
決
議
に
お
い
て
選
任
の
効
力
の
発
生
時
期
を
後
に
定
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
ら
、
選
任
決
議
に
お
い
て
特
に
選
任
の
効
力
の
発

生
時
期
を
「
就
任
時
」
等
と
定
め
れ
ば
、
そ
れ
も
有
効
と
す
る
と
解
す
る
よ
う
で
あ
る
が
（
江
頭
憲
治
郎
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す

る
要
綱
案
」
の
解
説
合
乙
」
商
事
法
務
一
七
二
二
号
一
五
頁
、
江
頭
・
前
掲
注
（
お
）
三
六
O
頁
）
、
そ
れ
で
も
選
任
決
議
の
日
が
任
期
の
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始
期
と
解
す
べ
き
と
す
る
。

（
必
）
例
え
ば
、
決
算
期
後
に
任
期
が
満
了
し
た
場
合
、
改
選
の
た
め
だ
け
に
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
の
煩
雑
さ
・
コ
ス
ト
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
辻
敢
H
本
田
望
「
経
理
の
窓
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
」
税
経
通
信
二

O
O
一
年
一
一
一
月
号
一
八
二
頁
。

（
却
）
松
井
信
憲
・
商
業
登
記
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
四
二
八
貰
（
商
事
法
務
、
平
成
一
九
年
）
。

（
印
）
辻
H
本
田
・
前
掲
注
（
必
）
四
二
八
頁
、
大
森
編
・
前
掲
注
（
お
）
二
七
七
頁
（
星
川
長
七
）
。
実
際
に
は
候
補
者
の
就
任
承
諾
を
得
た

う
え
で
総
会
決
議
を
経
る
の
で
、
就
任
時
説
で
も
選
任
決
議
の
時
点
が
取
締
役
の
任
用
関
係
の
始
期
と
解
し
う
る
し
（
田
中
誠
二
・
前
掲

注
（
お
）
五
九
二
頁
）
、
仮
に
、
選
任
か
ら
承
諾
ま
で
ス
パ
ン
が
空
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
選
任
時
説
の
よ
う
に
、
被
選
任
者
が
就
任
承
諾

を
し
て
い
な
い
段
階
で
そ
れ
に
先
立
ち
任
期
だ
け
が
進
行
し
て
し
ま
う
の
は
不
合
理
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
大
浜
・
前
掲
注

（お）一

O
四
四
頁
）
。

（
日
）
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
選
任
時
説
の
立
場
か
ら
、
「
取
締
役
と
し
て
就
任
す
る
の
は
承
諾
し
た
時
で
あ
る
が
、
任
期
は
そ
の
よ
う
な

別
々
な
時
期
に
よ
ら
ず
、
選
任
決
議
が
あ
っ
た
日
か
ら
計
算
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
「
会
社
法
セ
ミ
ナ
ー
一
四
回
取
締

役
の
選
任
及
び
解
任
（
そ
の
こ
と
ジ
ュ
リ
ス
ト
二

O
号
三
七
頁
（
鈴
木
竹
雄
発
言
）
。
こ
の
主
張
は
、
取
締
役
の
地
位
が
生
じ
る
の
は
就

任
承
諾
時
で
あ
る
と
し
て
も
、
任
期
の
起
算
点
を
選
任
時
か
ら
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
思
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
終
期
が
不
揃
い
に
な

ら
な
い
よ
う
手
続
の
円
滑
性
を
図
る
と
い
う
専
ら
技
術
的
な
理
由
か
ら
、
任
期
の
始
期
と
法
律
上
取
締
役
の
地
位
が
生
じ
る
始
期
を
別
個

に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
回
）
な
お
、
取
締
役
の
登
記
の
原
因
日
付
は
、
取
締
役
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
は
、
就
任
の
承
諾
に
よ
り
取
締
役
と
し
て
の
地
位
を
取
得

す
る
か
ら
、
就
任
の
承
諾
を
し
た
日
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
相
津
H
葉
玉
H
郡
谷
・
前
掲
注
（
釘
）
二
八
六
頁
）
。

592 


